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『やめて?、恐いよ?』『助けて?』『ぶつかる?』と絶叫。スタッフが心配して止めようと

すると、『いやだ?、もっとやる?』との要求で、一同大爆笑であった。

　次ぎにＳさんだが、やはり恐がって、足をバタバタさせ『あーあー』と大きな声で必死

に恐さを訴えていた。スタッフには、こんなにも自分の意思を強く表現する二人の力に、

改めて驚かされた日であった。

　最初は恐がっていた二人だが、何回か乗って慣れてくると、自分の意思で移動出来る喜

びへと変わっていった。Ｍさんは、エレベーターに乗って２階まで行き、たくさんの人に

得意気に見せて回ったり、Ｓさんは、周りの

景色を楽しむ余裕が出て来て、時にはそのま

ま外に行ってしまうこともある。

　又、スクーターボードは応用が利きやすく、

うつ伏せ・仰向け・座位と何でもＯＫ。時に

はＳＲＣウォーカーと合体させて、視点が高

くなるようにもしている。多くのメンバーに

愛用され、時には、順番待ちになったり、充

電が間に合わなくて、途中で動かなくなるこ

ともある程人気が高い。

３－２－８　「ゆう」からのメッセージ

　「ゆう」が今回のプロジェクトに参加させていただいた意義は大きく、感謝の気持ちで

いっぱいである。感謝の気持ちと共にささやかなメッセージを発信出来ればと思う。

　一つは、乳幼児期・学齢期に関わっている様々な機関などのスタッフや、学校教員の方々

に、「卒業後の人生をどう送るか」は卒業後から始まるのではなく、今関わっている時か

ら始まっており、関心を持ってほしいこと。

� � 　二つ目は、ハンディがあることで、生活の様々な面に制約があり、生きにくいと感じ

ることがあるが、それは本人の責任ではなく、社会のしくみがハンディのない人を中心に

考えてつくられて来たからである。一生訓練を受けて無理矢理ハンディの無い人に近づく

のではなく、重いハンディがあっても、今その人が持っている力を活かして、生き生きと

生活出来たら・・・。又、その為に施設の環境を整えたり、スタッフがしっかりと寄り添

ってサポートすることが望まれると思う。

３－３　研究所の教育相談における実践事例

�                                         

３－３－１　教育相談場面における運動障害のあるＫくんにとっての応答する環境

�                                                         　　　　石川　政孝（重複障害教育研究部）

１　Ｋくんとの出会い

　Ｋくんは、とても自発的な意欲に満ちた人である。Ｋくんは、現在肢体不自由養護学校

の小学部１年生である。研究所には２歳５ヶ月の時から約月１回のペースで定期的に相談

に母と共に来所している。筆者が前担当者から担当を引き継いだのは、Ｋくんが４歳にな

った時からである。当時の相談の主訴は、Ｋくんが母親など周囲の係わり手が理解できる

表出手段をもたないために、本人も自分の意図が伝えられずに、イライラしたり泣いたり

することが多くて対応に困るということであった。１歳と２歳の時には原因は不明である

が、円形脱毛になったことがある。       　　　　

�

２　Ｋくんとのやりとりの始まり

　筆者は、まず、コミュニケーション手段の獲得が第一と考え、運動障害があってもスイ

ッチを利用したおもちゃ遊びの中で楽しみながら、コミュニケーションエイドに結びつけ

ることができるのではと考えた。しかし、実際、学習室で筆者が楽しいだろうと思う準備

された教材・教具はことごとく彼の興味関心から外れ、彼の表情は険しくなるばかりであ

った。Ｋくんは怒ったような表情で、学習室の出口に顔を向けてうなるような声で訴えた。

それが何を訴えいるのか、筆者も母親もわからなかったが、ちょうど練習を始めていたウ

ォーカーを持ってくると、Ｋくんはぴたり

と唸るのをやめ、サドルに座るやまだ空蹴

りの多い足を動かし、廊下を少しずつ進み

始めた。きらりと光るドアの取っ手やノブ、

非常口の表示灯に手を伸ばしては次に進んだ。

この日以降、相談の場はＫくんの選択によ

って学習指導室ではなく、研究所全体に広

がった� 。

３　Ｋくんがイニシアチブをとる探索活動

　Ｋくんは研究所に来ると、歩行器でまず

玄関の自動ドアの開閉を十分納得がいくま

で眺め、次に玄関ホールのエレベータへと向かっていった。ウォーカーの操作が十分でな

くとも、彼の行きたい方向は彼の顔の向いている方向ではっきりと読みとれた。筆者と母

親は、彼の行きたい方向に従いウォーカーの向きを援助しながら寄り添い、彼が手を伸ば

したものには「触りたいの？」と確認し、彼の手に筆者の手を添えて指し示したものに実

際になんでも触れられるように援助した。こうしたＫくんがイニシアチブを取るかかわり

合いの中でＫくんは表情や手の動きなどの仕草で、YesとNoを母親にも筆者にもはっきり

と読みとれるようになってきたと共に、Ｋくんが何がしたいのかをＫくんの文脈で読みと

図3-3-1-1パソコンで所内の場所の写真を見る

� 図3-2-5　電動スクーターボードで
　　　　　 サーフィンする。
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れるようになってきた。

　Ｋくんの活動に寄り添うことによって、Ｋくんも、筆者の提案した課題に取り組む様子

がみられるようになった。パソコンにＫくんが探索する場所の写真を入れ、Wing-SKを利

用してスイッチでページをめくるようにした。

自分が歩いて回る場所が画面に次々と現れ、

一枚一枚の写真を喜んでみた。

　　　　　　　　　　　　（図３－３－１－１）

４　探索活動からコミュニケーションが生ま

　　れる

　所内を探索する内に、彼はエレベータや自

動販売機などのボタンに興味をもった。普段は、

十分探索したくてもできないことが、この研

究所では納得がいくまで探索することができる。

また、学習室を出たことにより、母親と筆者とのやりとりから所内の職員や研修員とのコ

ミュニケーションの機会が生まれ、自動販売機では、お客さんに代わってジュースを買っ

てあげて「ありがとう」とお礼を言われたり、図３－３－１－２のようにVOCA（音声表

出補助装置）で「先生お願い」、「ぼくはＫです。あなたのお名前は？」といったメッセ

ージを相手の表情の変化を見て発するようになってきた。

　Ｋくんが、相手の表情の変化を見ることは、「いたずら」にも発展した。相手がびっく

りしすることを期待して、わざとものを落と

して楽しむ様子がみられ、本気で怒った母に

叱られてべそを掻くごく普通の親子の間のや

りとりがみられた。

� �

５　もののもつアフォーダンスと人のもつア

　　フォーダンス

　コミュニケーションの機会は、それを受け

止める状況があって初めて、人との結びつき

として成立する。彼は本が大好きである。

現在は読むためのものというよりもむしろ、

整然と並んだ本棚から本を落とす行動に駆

られる。本が持つ彼にとってのアフォーダンスである。そのような本のアフォーダンスに

引き寄せられ、図書室が彼の探索経路になったことがある。彼が図書室手前の事務室のド

アノブに手を伸ばすのを受けて、筆者といっしょにドアをノックすると、たまたま中から

笑顔で出迎えてくれる職員がいた。Ｋくんはその職員に向けて手を差し伸べ、その職員は、

自然に手を握り握手をした。話し言葉がでない彼とその職員の間の自然な会話があると筆

者は感じた。（図３－３－１－３）

        

6　ＫくんとTHEY世界とのつながり

　Ｋくんの現在のコミュニケーション・ツール（道具）は、表情と仕草と具体物への指さ

しである。Ｋくんがものや人とかかわる中で、「入れ子」のように具体物に付着された様々

な記号が既に彼の視野には自然の内に知覚されているはずである。＜ひと＞や＜もの＞の

もつアフォーダンスがＫくんが生活する中で彼の行動の中に埋め込まれていくのではない

だろうか。

　その子その子の興味関心は基本的に異なり、多様である。係わり手が決めつけることな

くその子の興味関心がどこに向いているのか、その子の環境との相互作用の有様を、その

子の行動をじっくりと係わる中で見つけ、そこからさらに、THEY世界への広がりや深ま

りを共に見出していくことが、その子にとっての「応答する環境」の開発になると考えら

れる。

�
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